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第1 3 回「子どもの椿 事U集約フォーラム in しが 」を■lH♯して
美行妻鼻長 甲 津 克 夫

今 回の フォーラムに は、延べ 約 5 0 0 名が 集いました 。昨年6 月、子どもに関わるN P O

などが実行委員会を結成。夏からは子どもの有志グループによる子ども実行委員会も

結成。3 名のユース実行委員が両実行委員会をつなぐ重要な役割を果たしました。

◇フォーラムは滋賀県で子ども条例制定の検討中に開催されました。実行委員はフォー

ラムが 条例制 定の後 押しとなることを願 い、子どもの権 利を認めること、子ども条例 の 制

定という2 つ の意 義を込めて企画す ることとし、子 ども実行 委 員にも了解を得 ました。

◇初 日の全体会のテーマは、子どもに権利を認めるとどうなるか。第 1部は、沖島小学

校の児童による沖島太鼓で始まり、子ども実行委員会の企画・出演による、よくある人権

侵害をとりあげた3本の寸劇と、大人実行委員の企画・出演の、子どもの人権を認めて

いる家庭といない家庭を対比した寸劇を上演。大好評で、新聞4 紙や地元放送局、ケー

ブルT V も報じました。第2 部は、1）子ども条例制定の意義についての報告3 本＜ ① 子ど

もの権利を巡る滋賀県の実態・意識調査結果、②子ども条例制定の全国の動き、3）滋賀

県子ども条例検討委員会の報告書概要 ＞。2）大人と子どもによるパネルディスカッショ

ン。当初 、子どもか ら発 言を引き出せ ず 、会場 か ら、子 どもの 目線 に立 った運 営でないと

批判 され ましたが 、この発 言が 契機となって会場 、ステージ入 り乱れ ての トー クを展 開。

全体会の後、東京シューレの寸劇 、交流会が行われ、約1 0 0 名の子どもも参加し熱

気があふれました。中でも子ども実行委員は、寸劇などの成功に自信をもち、満面に笑

みを浮かべ て交流 していました。

◇ 2 日目は分科会。2 2 の団体が 日頃の活動をテーマに、ワークショップ、勉強会、遊び

の広場など開催。実行委員会も1分科会を担 当。テーマは子どもの権利保障のために、

子ども条例の制定は不可欠か。午前は条例制定直後の 目黒 区と検討中の小金井市の

担当者が条例制定への熱意や構想、実現のための手順やエ夫、反対勢力の存在等に

ついて報告。午後は制定後、成果を上げている川西・川崎・多治見市の担当者が条例化

が果たす役割、条例実施の大切さを報告。主な論点は、1）条例が子どもの権利保障に

果たす役割の大切さ、条例の精神維持のための不断の努力の大切さ、2）子どもから「こ

の町が好きだ」と評価されることが、行政施策における条例制定の成果である、でした。

◇八 日市養護学校O B によるエイサーで始まった閉会全体会では、子ども実行委員が

大会宣言で子どもの権利保障に大切な3 点を報告。①子どもも大人も互いの権利を認め

考 え主張 できること。② 子 どもの権 利を大 切 にした子ども条例 を制 定 し見 守 り見 直 し続

けること。③ 子どもも大 人もー 人の人 間として支 え支 えられ 一緒 に話し合うこと。

◇ とりくみ の 中で私 は 、子 どもと大人 のパ ー トナー シップの実 現 には 時間をか けて話 し

合い相互理解を深めることが不可欠。子どもは、時間はかかるが信頼すれば期待に応

えてくれる。子 どもの 権利保 障 は大 人にも有益 である、と感じました。

フォーラム終了後、子ども実行委員の保護者か ら、子どもが不登校から脱 したといっ

た報告が相次ぎました。フォーラムを通して権利を行使し、自分の存在価値を確信したこ

とが 自信 となった か らだと思います 。本フォーラム が子 どもの権 利保 障や 子ども条例 の

制定 に良い影響を与 えることを祈 ります。
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カら持っているものであるという共通理解を持つことができました。まさに「自分 ≡、

みんなで考える愛 ・人権博」なのです。

して、私たちは子どもの権 利について、次の3 つの大切な点を確認 します。

1 ども・大人 関係 なく、お互いの権利を認め、考え、主張できることが子ども
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分科会テーマ 企画団体／内容 備．考

O c A P

大人ワークショツブ
C A P ネットしガ

CAPは子どモガさまざまな暴力 （いじめ、虐待、誘拐、性暴力など）から大切な心
と身体を守るために子ど毛自身には何ができるのかを考える教育プログラムです。
大人ワークショップでは子ど吉を取りまく暴力や子ど毛の人権、子ど宅をサポート
するために大人にできることなどを学びます。

㊥ ◎

㊨ 大人

㊥ 研修室B

8 みんななかよし N P O チッチ

はじめてであう子ど毛同士、初めて出会う子ど吉と大人。皆仲良しになるた
めに。友達、他人とのかかわりの中で玩具で楽しく遊びましょう。子どもに
優しい木のおもちゃを持って “キッズいわきパブ 古参加されます。

匝）◎ ⑪

㊨ 子ど毛

㊨ ホール

8 アドラ‾心理学
に基づ＜

子育てワーク
＆ミニ講座

アドラー心理学学習グループ

選択を促すコミュニケーション教育と，罰のない育児への提案をテーマとし、
家庭や学校の中での日常的な子どもとのやり取りをアドラー心理学の育児プロ
グラムに5日ったワークショップで見つめなおします。
◎ ワークいっぱい、ミニ講演会 （至亘）体で感じるパセージワーク

㊥ ¢ 圧垂）

㊨ 大人 （30～50人）

㊨ トレーニンク室

★全日で宅半日で毛O K

田 1、芸芸写慧胃妄せんか

（ワークショップ）

近江八幡而こ育ちネットワーク 「ほんわかハート」
子ど吉の権利をあまり重んじられていない時代に育った私たちが子ど宅の権
利をたいせつに子ど右向き合い、どの方向に向かって子育てしていったらい
いかを参加者と一緒に考えあいます。

㊥ ◎

㊨ 大人 （20人）

㊨ 研修室C

8 学校園所での
子どもの叫び

～子どもと
大人をつな＜ために～

滋賀県人権教育研究会

別室登校をしている子ど看たち・相談室に来る子ど吉たち・保健室に来る子ど
看たちの声をもとに会場と一緒に交流し討論します。

㊥ 匂 D （亘釘

㊨ 子ど吉＆大人

㊨ 婦人会館研修室B

8 雪ぎもの権利憲章

をつかっていきたい

近江八幡市立島小学校

烏小には子どモガ－から考える行事が一杯あります。クラブや委員会吉自分
たちで作るし、45分の休み時間だってある。今、先輩から受け継いで「島小手
ど吉の権利憲章」を作りました。そんな子ども中心の学校を紹介します。

芸 罵 言主菜二

㊨ 展示ギャラリー

昏 て元㍍ 六三三警乳 事母掛 ら精棚 虐貼 。心と縦 傷を負った主人公爛 父母の人間的な
N P O 法人滋賀県映画センター

励ましによって癒され、人間への信頼を取り戻し、自らの生きる力を育んでい
く様を描いたアニメーション映画。上映時間1時間20分

匝）◎

㊨ 未就学児～

㊨ 視聴覚室

8 詑 票差墓誌 っにする

ワークショップです

滋賀 ‘‘人間と性’’教育研究協議会
小学生へ‥・「自分らしさをたいせつに」

・ふれあいコーナー…あくしゆキャッチゲーム
・たいけんコーナー…にんぷさんになろう～ ・自分のしんぞうの吉をきいてみよう
・ビデオタイム…うまれるよ～ ・紙芝居タイム ・‥3つのあのはなしわたしのからだよ
中学生へ…『私の選択・性行動』

・ちょっとアンケート ・中高校生が考える「性交」とは？

㊥ （亘可

㊨ 子ど宅＆大人

㊨ 婦人会館和室A

8 みんなでな＜そう ！
対人地雷

地雷をな＜そう！世界こども委員会

世界中で地雷被害者は年間1万5千人から2万人にのぼり、地雷を知らない多く
の子どもたちが被害にあっています。子ど吉の立場から世界中の対人地雷廃絶に
向けて、参加者の皆さんと一緒に考えます。各20分
◎ 全国や世界の仲間から対人地雷に対する思いや願いを募った「朗読メッセージ」
（亘亘）地雷廃絶を訴える幸作り大型ロール絵本 「歩き出そう未来へ強く～たっち

㊥ 琶 去1：：㌫

㊨ 子ど宅＆大人

㊨ 展示ギャラリー

んとマーくんのぼうけん～」

田 慧芸蓋匙 差等諾竺ト 特定活動非営利法人NPO 子どもネットワークセンター天気村

「軽度発達障害」の指摘を受けた親子に対して本当に必要な支援として、親が
本音でしやへれる場の提供や子ど宅たちの支援対策を一緒に考え、安心してど
ちらかの支援、援助が受けられる体制作りについて考えあいたい。

㊥ 匂 D

㊨ 大人

㊨ 婦人会館研修室A

田 いっしょにあそぼ～ ！ 特定活動非営利法人N PO ぼぼハウス子育て支援部

乳幼児とお父さん、お母さんが一緒にゆったり、楽しく遊へるコーナ

－です。

㊥ ◎ （：巨画

㊨ 乳軌巳～

㊨ 大柿－ル
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¢ 自分の性別に
違和感を持つ人への

寄り添い

N P O 法人 C A S N
自分自身の性に違和感を感じながら生き苦しさをおぼえているこど看たち－そ
んな子ど看たちの現状を知り、理解を深めます。
講師：谷家優子 （セクシュアリティ・カウンセリング研究会代表）

㊥ lE D

㊨ 子ど宅＆大人

㊨ 婦人会館和室A

田 童謡 芸子たい

～授業！運動会 ！文化祭 ！
校則！部活 ！先生卜‥！～

滋賀県民主教育研究所

ワークショップ形式で「こんな学校をつくろう」を作って全体会にアピールしま
しょう。

㊥ 匂 D （互釘

㊨ 子ど吉＆大人

㊨ 婦人会館和室B

の 楽し＜学ぶ

・入門！権利条約
ワークショップ

子どもの権利集約ネットワーク

ワークショップ形式で、参加者と共に楽しく、わかりやすく学びます。

・「こども」つてどういう存在？・「子どもの権利」ってなんだろう？
・「子どもの権利莱約」つて何がかいてあるんだろう？
日本そして世界の子どもを取り巻く状況とはどんなんだろう？

㊥ （互釘

㊨ 子ど吉＆大人

㊨ 研修室C

申 「しつけと虐待」

を考える
ワークショップ

日本子どもの虐待防止民間ネットワーク ・CA PNA

子ど宅への虐待が起きると「しつけとして殴った、子どものためだ、何が悪い」
と言う人がいます。また「どこまでがしつけでどこまでが虐待か」と迷う声吉あ
リます。しつけや虐待を子どもの側から見るとどういうことになるのでしょう
か。具体的な事例を元にフロアと共に考えます。

㊥ ⑪

㊨ 大人

㊥ 婦人会館研修室A

田 笠㌶ ∈浣 芸 言ン

～日本に住む外国に
ルーツを持つ
子どもたちの人権は今～

在日外国人の教育を考える会 ・滋賀

在日外国人の子ど宅の人権をテーマにパネルデイスカツションする。
パネラー 吉積尚子 （ワールド・アミーゴ・クラブ）

伸 晃生 （子ど古くら／5＝‾たんぽぽ」）
松井 高 （インターナショナル滋賀）
奥村ルシア克子 （グループイぺ）

コーディネーター 初田元明 （在日外国人の教育を考える会・滋賀）

㊥ ⑪

㊨ 大人

㊨ 視聴覚室

¢ 志望聖霊濫

悩みなどを議論する場

実行委員会企画

制定5年後の実績ある自治体・制定直後の熱意ある自治体・制定検討段階の自
治体の報告を受けて子ど毛の権利条例の意味や意義を深め、会場の皆さんと交
流します。
コーディネーター：鎌田ゆり 報告者：喜多明人 荒牧重人 高木章成

㊥ 匂 D （互釘

㊨ 大人

㊨ 特別会議室

但 警琵 芸子謡 これ 子どもの権利条約を考える子どもワーク会議

子ど宅ウーウ会議のメンバーが子ど吉の権利を本音を交え、具体例を挙げなが
ら制作した紙芝居を発表し、それを問題提起として参加者とディスカツション
します。参加者と一緒に参加体験型で学習教材を制作し、今後の普及啓発教材
として吉使用します。

㊥ ◎ 圧亘）

㊨ 子ど宅＆大人

㊨ 研修室A

田 …琵 諾 憲を

守るために

工クパット・ジャバツ ・関西

子ど毛自身が自分の安全を守るための教材を使いながら、子どもに対するさま
ざまな暴力の問題を取り上げ、それらに対処するために子ど吉自身、おとな、地
域はなにができるか、どのような姿勢で取り組むべきかを共に考えていきます。

㊥ 正室）

㊨ 子ど吉＆大人

】＠ 研修室B

母 子どもガ語る
子どもの権利

（国連でプレゼソテーショツ
した子どもを囲んで）

大津両地域子育て支援センター （風の子保育園）

2004年て月、国連子ど吉の権利委員会に招かれた子ど吉たちがジュネーブでプ
レゼンテーションを行いました。その参加者の中から2名を招き、その時の様
子や、帰国後の話を聞き、子ど吉の権利条約の中身を考え、滋賀に吉子どモの
権利条例が生まれる素地を創ります。
報告：山下淳一朗・川本寸麻衣子 （いずれ吉子ど宅の声を国連に届ける会・大学1年）

㊥ 匂 D （互釘

㊨ 子ど吉＆大人

㊨ 講習室

◎ 慧忘蓋ヒぎなる

ための活動

ケアリングクラウントンちやん一座

アメリカ医師パッチアダムスの提唱する活動。ハブや握手・人とのコ
ミュニケーションのお手伝い。

】弓

㊥ 琶 110；吉富二

㊨ 子ど宅＆大人

㊨ 展示ギャラリー

魯 …琵 霊孟宗考える

・活動紹介

ハートランドはちまん議会ジュニア　　 ヨ

近江八幡市子どもにやさしい街づくり事業がきっかけで10年前からは 貞
三吉三雲吉富諾 書芸芝 1諾 忘喜芸霊芝芸票芸 芸E 去㌘ ヤツチ ぎ
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■■■ 4 日に行 わ れ た各 分 科 会 の様 子

1 C A P ネ ッ トしが C A P 大 人 の ワー クシ ョップ

参加 者 ：大 人 7 名

内容 ：C A P プ ログ ラム の 大 人 向 け ワー クショップを 実 施 。暴 力 とは 人 権 侵 害 で あ ること、権 利 を

守るた め に 出 来 る こと、エ ンパ ワメン トの 理 念 な ど を話 しま した 。子 どもが 親 か ら体 罰 を 受 け る と

いう中 学 生 向 けの プ ログ ラム の 一 部 を体 験 して 体 罰 に つ い て 皆 で 考 え ま した 。肯 定 論 も 出 ま し

たが 、子 ども側 の 気 持 ち に 立 て ば 体 罰 は 暴 力 で しか な い ことを確 認 しま した 。話 を聴 くことで 子

どもをサ ポ ー トで き るよ う皆 で ’’聴 くロー ル プ レイ ”を し、ま た 大 人 自 身 の 権 利 に も思 い を馳 せ て

終了 しま した 。

N P O チッチ 『 み ん な な か よし』

参加 者 ：大 人 2 名 子 ども 1 0 名

内容 ：子 どもの 遊 ぶ権 利 確 保 の ため 、大 きな会 場 を三 つ の ブロックに分 け、その ひとつ のブ ロッ

クで 製 作 活 動 を しま した 。子 ど もたち と事 前 に 拾 った どん ぐ りで 、ころころ人 形 を作 りま した 。見

本も子 どもたち が 手 伝 って くれ ま した 。輪 の 中 に ど ん ぐりを入 れ て 左 右 に ころころ転 が る 人 形・ク

リス マス ツ リー e tC を 製 作 しま した 。小 学 生 高 学 年 が 、幼 児 に 教 え て くれ た り、子 ども 同 士 で 一

緒に 楽 しく遊 ん でくれ た りで 、遊 ぶ 権 利 の 確 保 や 新 しい 仲 間 作 りも出 来 ま した 。積 み 木 コー ナ ー

では子 どもた が 、色 々な形 を想 像 力 豊 か に作 ってきました 。広 い会 場 も子 ども達 には 魅 力 的 で

した 。分 科 会 の 後 も最 後 ま で残 りた い と残 って 片 付 け も手 伝 ってくれ ま した 。

3 アドラー心 理 学 学 習 グ ル ー プ アドラー心 理 学 に基 づ く子 育 て講 座

参加 者 ：午 前 ／ 大 人 1 9 名 子 ども3 名 午 後 ／ 大 人 1 8 名

内容 ：アトやラー心 理 学 に 基 づ くミニ 講 座 と題 して 、育 児 プ ログ ラム に 沿 って講 座 を しま した 。サ ブ テ

ーマは「親 が 変 わ る、教 師 が 変 わ る、これ が 出 発 点 」。子 どもの行 動 を子 ども自 身 の 選 択 と決 断

にゆ だ ね ることで 、行 動 面 で の『 自 立 』や『社 会 との 調 和 』を 目 標 に お くア ドラー 心 理 学 の 育 児 プ

ログラム で は 、行 動 を 支 え る心 理 面 へ の 働 き か け として『 自 分 に は 能 力 が あ る』『人 々 は 仲 間 だ 』

と子 ど もが 感 じるよ うな コミュニ ケ ー ションを お とな（＝ 親 や 教 師 ）が 学 習 しま す 。これ は 子 ど もに

関わ る お とな の 側 が 子 どもの 権 利 を尊 重 した 接 し方 を 学 ん で い くことで 、権 利 行 使 の 主 体 で あ る

子どもたち に権 利 意 識 を持 って もらえ る とい う発 想 か らの ことで す 。今 回 の 分 科 会 の ワー クで は

アドラー心 理 学 の育 児 プ ログラム か ら抜 粋 した提 案 で ある「勇 気 づ けの 育 児 」や「賞 罰 の ない育

児」そ して「子 どもの 話 を聴 く」な どを 用 い るた め に は どうす れ ば よい か を 、ファシ リテ ー ター の リー

ドの もとに 参 加 者 が グ ル ー プ デ ィス カッシ ョン で 話 し合 い ま し

た。これ は 育 児 プ ログ ラム 全 体 の 位 置 づ け か ら見 る とお とな と

子どもが 話 し合 え る 関 係 を 築 くた め の 土 台 作 り、基 礎 工 事 と

我々アドラー 心 理 学 の 学 習 者 が 認 識 している段 階 です。

午前 中 の ミニ講 座 、午 後 の ワー クともに参 加 者 同 士 が 交 流

し、意 見 交 換 を 活 発 に す る中 で 、子 ど もの 声 を聴 くことの 大 切

さと難 しさを 再 認 識 した という声 が 多 く聞 か れ ま した 。



近江 八 幡 市 こ育 ち ネ ット

ワー ク「ほ ん わ か ハ ー ト」

小学 生 の 親 同 士 本 音

で語 り 合 い ま せ ん

か？

参加 者 ：大 人 1 3 名

内容 二子 どもの 権 利 を大 切 に した子 育 て って何 だろ

う？ とい う点 を参 加 者 と一 緒 に 、日 頃 か ら悩 み を 出 し

合って話 し合 い ま した 。子 どもの 権 利 を難 しい と思 って

いた 人 も語 り合 うことで 、こん な に 身 近 に子 どもの 権 利

がある ん だ とい うことに気 付 け た ようで す 。この 分 科 会

をきっか けに 、親 同 士 が 子 どもの権 利 を考 えなが ら語

り合 う「つ な が り広 場 」を広 め て い きた い です 。

5 滋賀 県 人 権 教 育 研 究 会 学校 園 所 での 子 どもの 叫 び ～子 どもと大 人 をつな ぐため に～

参加 者 ：午 前 ／ 大 人 9 名 子 ども1 名 午 後 ／ 大 人 7 名

内容 ：話 題 提 供「相 談 室 」か ら見 る子 どもの 姿 、学 校 の 姿（彦 根 市 立 南 中 学 校 田 中

美穂 さん ）

・ 話 題 提 供 の あと、質 疑・意 見 交 換 を行 った 。不 登 校 の子 どもは 、学 校 に「行 けない」

とい う受 け とめ で は な く、「 行 か な い 」とい う

受 け とめ を す べ き で あ り、マ イナ ス ととらえ

る社 会・学 校 の価 値 観 の変 革 をめざす 取 り

組み をうなが す 提 起 であ る。特 に 、社 会 の

「学 校 に 行 か ね ば な らな い 」とい う考 え 方 を

イン プ ットされ て しま って い る子 ども が 自 分

をとりもど して い く支 援 が 必 要 で あ る 。そ の

視点 として 、「安 心 」を 与 え る（た とえ ば フリ

ース クー ル が そ の 一 つ ）ことが 大 切 で あ る。

以上 の ような意 見 交 換 が なされ た。話 題 提

供子 どもと学 校 の 間 にある「地 域 の 集 会

所」として（末 広 教 育 集 会 所 北 村 寿 － さ

ん）

一子 どもが 本 当 に 思 って い る ことと、普 段 外 に 出 して い る姿 とは ち が う。集 会 所 だ か ら

こそ 見 せ て くれ る思 い に 気 づ き 、逆 に他 の 場 所 で は 見 せ られ な い 思 いで あ る ことに 気

づか され る 毎 日 。子 どもと学 校 の 間 に い る ことで 矛 盾 に 出 会 うが 、この 溝 を ど の よう

に埋 め てい けばい いの か意 見 交 換 した 。午 後 を通 じて「学 校 の枠 」を、子 ども主 体 性

を尊 重 す る枠 に 変 えて い く課 題 の 大 きさを共 通 認 識 した 。

－8 －



N P O 法 人 滋 賀 県 映 画 センター 「 ハ ッピー バ ー スデ ィー 」

参加 者 ：大 人 6 名 子 ども 1 2 名

内容 ：出 入 りは あ りま した が 、よく見 て い た だ い た と思 い ま す 。大 人 の

方に は 、泣 い てい た だ きま した 。

“人 間 と性 ”教 育 研 究 協 議

A＝言

自分 の こころとか らだ をた い せ つ に す る ワー クシ

ョップで す

参加 者 ：大 人 1 3 名 子 ども4 名

内容 ：1 ．小 学 生 へ・・ 1「 自 分 らしさを大 切 に 」

・ ふ れ あ い コー ナ ー あ くしゆや キ ャッチ ゲ ー ム

・ た い け ん コー ナ ー に ん ぷ さん にな ろう 自 分 の 心 ぞ うの 音 を聴 い てみ よ

う

・ ビデ オ タイム 「うまれ る よ」

・ 紙 しば い タイム 「3 つ の あな の は な し」「わ た しの か らだ よ」

2 ．中 学 生 へ ＝ ・

「私 の選 択・性 行動 」

ちょっとア ン ケ ー ト

中・高 校 生 が考 える「性 交 」とは ？
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地雷 をな くそう ！世 界 子 ども委 員 会 対人 地 雷 廃 絶 に向 けて・・○朗 読 メッセー ジ

発表「私 たちの 思 い」○ ロール 絵 本 紙 芝 居

参加 者 ：午 前 ／ 大 人 5 名 子 ども2 8 名 午 後 ／ 大 人 5 名 子 ども2 8 名

内容 ：午 前 発 表・朗 読 メッセージ 1「私 たちの 思 い 」

～地 雷 をなくそう ！世 界 子 ども委 員 会 に参 画 す る高 島 市

内・県 外・海 外 の 仲 間 の 思 い をメッセー ジとして まとめ 、対

人 地 廃 絶 へ の願 いをアピール した。

午 後 発 表・ロー ル 絵 本『た っちやん とマー くん の ぼ うけん 』

～ 主 に小 学 校 低 学 年 を対 象 として地 雷 に対 す る理 解 を

深 め 広 め てもらうた め に 自 作 の ロー ル 絵 本 を製 作・発 表 した 。

・朗 読 メッセ ー ジ「私 た ち の 思 い 」2 回 目

1 0 N P O 法 人 子 子 どもネットワ ー ク天 気 村 遊びを通 して軽 度 発 達 障 害 をサポー ト

参加 者 ：大 人 6 名

内容 ：

こん ぺ い とう自 然 保 育 園 の 保 育 内 容 を説 明 し、遊 び をキ ー ワ ー ドに した 2 才 半 ～ 4 才 ぐ

らいまでの保 育 の 必 要 性 が あることを話 す 。その 中 に親 側 か らの 指 摘 、または周 圃 か ら

の指 摘 を 受 け た 子 どもの 受 け 入 れ も行 う。子 ど もと親 の 双 方 支 援 の あ り方 を話 し合 い 、

それ ぞれ W S 形 式 で行 う。

子どもに 対 して は 、様 々 な 働 きか けが 必 要 で あ る ことと共 に 、そ れ が 出 来 る指 導 者 の ト

レー ニ ン グ も同 時 に 必 要 性 が あ る。親 側 に は 、サ ロン の 受 け皿 とそ れ を支 える サ ポ ー ト

体制 の 構 成 す る必 要 性 が あ り、親 子 双 方 支 援 システム の 対 応 が 、望 まれ るといった 意

見が 多 く出 た 。
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1 1 N P O 法 人 N P O ポポ ハ ウス いっ しょに あ そ ば う ！

参加 者 ：午 前 ／ 大 人 4 名 子 ども9 名 午 後 ／ 大 人 3 名 子 ども1 4 名

内容 ：設 定 年 齢（0 ～ 3 歳 ）より大 きな子 が 、ブロック等 に熱 心 にとり組 み 、その 姿

を0 歳 の 子 が み つめている様 子 が 印 象 的 でした 。0 才 1 才 の お母 さん が『大 きな広

い空 間 の 中 でマ ットに座 って い る と解 放 感 が あ って よ い 』と言 わ れ て い ま した 。適

度な空 間 と子 ど もの 声 が よか った と思 い ま す 。

1 2 N P O 法 人 C A S N 自分 の性 別 に違 和 感 を持 つ 人 へ の 寄 り添 い

参加 者 ：大 人 1 2 名

内容 ：人 間 の性 とはなにか

「性 別 」と「性 的 指 向 」「生 きるとい うこと」につ い て性 同 一 性 障 害 って 何 ？当 事 者 は 障

害 とい わ れ る ことに 違 和 感 が あ る。

障 害 で は ない 。医 学 の 中 に入 った の で認 め られ る ように なった が この 表 現 は あ くまで も

医学 用 語 。

戸 籍 による性 別 は見 た 目だけで判 断 している。染 色 体 検 査 はしていない 。性 同 一 性

障 害 は身 体 ではない。

社 会 的（ジェンダー）性 同 一 性 障 害 も入 る。体 の 手 術 をしたい とは思 っていない人 もい

る 。

薬（ホル モン剤 ）は肝 機 能 障 害 を起 こす ＝・飲 み 続 けないと効 果 が ないので、服 薬 まで

もは した くな い と思 う人 も多 い 。男 と女 の 2 つ の 性 別 しか な い の は お か しい 。

1 0 代 か らの相 談 の特 徴
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1 3 滋賀 県 民 主 教 育 研 究 所 ここを変 えた い 今 の 学 校

参加 者 ：午 前 ／ 大 人 4 名 子 ども8 名 午 後 ／ 大 人 2 名 子 ども7 名

内容 ：

①自 己紹 介

②今 の 学 校 にか ん して 、変 えた い こと、こん な 学 校 が い い 、と思 う

ことを 各 自 が 書 き出 し、部 屋 い っぱ い に 貼 り付 け た 。

③先 生 、授 業 、勉 強 、校 則 、施 設 設 備・＝など項 目毎 に整 理 し、

「ここを変 え た い 今 の 学 校 」新 聞 をつ くり、分 科 会 か らの ア ピー

ル として 、エン ディン グ の 全 体 集 会 で 配 布 した 。

④参 加 者 が書 いたアンケー トには 、全 員 が 、「良 か った」に○をし

て くれ た 。「楽 しか った 」「 この 分 科 会 に 来 て 良 か った 」「また や りた い 」な ど と書 い て あ り

ま した 。

スタッフとして は 、は じめ 来 て くれ るか 心 配 で した が 、愛 知 と東 京 か ら4 人 ＋5 人 も来 てくれ

て、とてもよか ったです 。ただ地 元 滋 賀 か らの参 加 者 が 少 なかったの は残 念 。

1 4 子どもの 権 利 条 約 ネ ットワ ー

ク

楽しく学 ぶ・入 門 子 どもの 権 利 条 約 フォー

ラム ワ ー クシ ョップ

参加 者 ：大 人 7 名 子 ども1 名

内容 ：・ 自 己 紹 介（呼 ば れ た い 名 前 、住 ん で い る ところ 、“子 ど もの 権 利 で ’’イメー ジす る

こと ）

・ワー クショップ「 この 子 の 願 い 」

①子 どもの写 真 を見 て、その 子 どもの 年 令 、住 ん でいるところ、家 族 構 成 などを各 自創

造する。

②写 真 の 子 の “願 い ”（ 自 分 が した い こと、した くな い こと、して 欲 しい こと、将 来 の 夢 な

ど）を創 造 す る。

③全 体 で共 有 一 “権 利 ”は実 は 身 近 で、子 どもの だ けで はなく、大 人 にとっても必 要 なも

の。

・「権 利 条 約 ビンゴ」

権利 条 約 に 閲 した 1 6 の 質 問（ビ ンゴ 形 式 ）に 答 え 、子 どもを 取 り巻 く現 状 に つ い て 学

ぶ。
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